
デ
ィ
の
音
楽
は
、
が
ん
じ
が
ら
め
の
運
命

に
操
ら
れ
る
と
い
う
よ
り
、
自
由
な
意
思

を
持
っ
た
存
在
と
し
て
人
間
を
描
く
。
本

来
は
可
能
な
は
ず
の
赦
し
や
再
生
を
果
た

せ
ず
、
復
讐
の
一
念
か
ら
破
局
を
迎
え
る
。

レ
オ
ノ
ー
ラ
の
祈
り
は
届
か
な
い
。

　

で
は
、
救
い
は
な
い
の
か
と
い
え
ば
、
祈

り
の
旋
律
は
ど
こ
ま
で
も
美
し
く
、
ま
た
、

改
作
さ
れ
た
終
結
の
弦
は
、
聴
く
者
に
カ

タ
ル
シ
ス
を
も
た
ら
す
。
起
伏
に
富
ん
だ

八
嶋
の
指
揮
は
、
こ
う
し
た
物
語
の
運
び

を
丹
念
に
描
き
、
ピ
ッ
ト
の
東
京
フ
ィ
ル

の
エ
ス
プ
レ
ッ
シ
ー
ヴ
ォ
を
引
き
出
し
た
。

大
村
博
美（
レ
オ
ノ
ー
ラ
）、樋
口
達
哉（
ド

ン
・
ア
ル
ヴ
ァ
ー
ロ
）、今
井
俊
輔
（
ド
ン
・

カ
ル
ロ
）
と
い
っ
た
歌
手
た
ち
の
表
現
は

力
強
く
、ま
た
陰
影
に
富
ん
で
い
た
。

　

オ
ペ
ラ
は
、
こ
れ
ほ
ど
に
憎
し
み
合
い
、

教
育
を
受
け
、
生
粋
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
指

揮
者
と
し
て
欧
州
で
活
動
す
る
オ
ク
サ
ー

ナ
・
リ
ー
ニ
フ
の
出
身
州
で
あ
る
と
も
い

え
ば
、そ
の
変
転
ぶ
り
は
伝
わ
る
だ
ろ
う
。

兵
士
の
棺
が
運
ば
れ
る
街
の
日
常

　

そ
の
リ
ヴ
ィ
ウ
で
定
点
撮
影
し
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
標
的
ま
で
の
時
間
」

（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
、
チ
ェ
コ
の

共
同
制
作
）
を
見
た
。
２
０
２
２
年
４
月

の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、街

で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
毎
日
、
毎
日
、

兵
士
の
棺
が
運
ば
れ
、
歩
行
者
も
ア
ナ
ウ

ン
ス
に
促
さ
れ
、
黙
と
う
す
る
。
墓
地
が

新
た
に
造
成
さ
れ
、
日
々
、
墓
が
掘
ら
れ
る
。

「
棺
を
開
け
て
は
い
け
な
い
ん
だ
。
中
を
見

て
卒
倒
し
た
や
つ
が
い
る
」「（
損
傷
が
激
し

く
）中
に
何
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
る
」
─
─
。
墓
掘
り
人
の
つ
ぶ
や
き
が

戦
争
の
実
相
を
つ
ま
び
ら
か
に
す

る
。

　

公
園
に
は
、
足
を
失
っ
た
兵
士

た
ち
が
車
い
す
で
集
う
。
話
が
熱

を
帯
び
る
う
ち
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
て
ひ
っ
く
り
返
る
姿
が
映
し
出

さ
れ
る
。
痛
ま
し
い
。
見
る
者
は
、

戦
闘
の
前
線
で
何
が
起
き
て
い
る

か
を
い
や
お
う
な
し
に
想
像
さ
せ

ら
れ
る
。

高
関
健
指
揮

シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
公
演

兵
士
を
歌
う

宮
里
直
樹
と
大
西
宇
宙

　

高
関
健
指
揮
東
京
シ
テ
ィ
・
フ

ィ
ル
が
８
月
13
日
に
演
奏
し
た
ブ

リ
テ
ン
の《
戦
争
レ
ク
イ
エ
ム
》（
す

み
だ
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）
は
、

前
線
の
兵
士
た
ち
の
視
点
に
立

ち
、
戦
争
を
告
発
す
る
。
初
演
は

１
９
６
２
年
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
破
壊

さ
れ
た
英
国
の
街
、
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
の

聖
堂
の
再
建
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
。
作

品
の
今
日
性
は
い
ま
、一
層
、増
し
て
い
る
。

第
６
曲
の
「
リ
ベ
ラ 

メ
」(

私
を
解
き
放

っ
て
く
だ
さ
い)

で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
の
「
怒
り
の
日
」（
終
末
）の
テ
キ
ス
ト

と
、戦
争
の
現
実
が
一
体
化
し
、小
太
鼓
に

よ
る
銃
撃
音
が
す
さ
ま
じ
く
響
く
中
、
合

唱
は
、
救
い
を
求
め
る
悲
痛
な
叫
び
を
あ

げ
る
。

　

曲
は
続
い
て
、
兵
士
の
会
話
に
入
る
。

宮
里
直
樹（
テ
ノ
ー
ル
）と
、大
西
宇
宙（
バ

リ
ト
ン
）の
歌
唱
は
、
劇
的
で
あ
る
こ
と
と
、

生
の
失
わ
れ
る
厳
粛
さ
を
歌
う
バ
ラ
ン
ス

が
際
立
っ
た
。「
考
え
る
に
も
死
ぬ
に
も
速

す
ぎ
て
、
反
応
す
ら
し
な
い
」。「
奴
ら
の

戦
車
の
車
輪
が
た
く
さ
ん
の
血
で
固
ま
っ

た
と
き 

私
は
近
づ
い
て
甘
い
井
戸
の
水
で

洗
お
う
」（
三
ヶ
尻
正
訳
）。

　
「
私
は
君
が
殺
し
た
敵
だ
、
友
よ
。
こ
の

闇
の
中
で
も
君
が
分
か
っ
た
」
と
い
う
大

西
の
歌
唱
は
、
先
行
す
る
第
５
曲
「
ア
ニ

ュ
ス 

デ
イ
」（
神
の
小
羊
）の
、
宮
里
に
よ

る
「
私
た
ち
に
平
和
を
お
与
え
く
だ
さ
い
」

の
ピ
ア
ニ
シ
ッ
シ
モ
の
絶
唱
と
響
き
合
う
。

高
関
は
、
究
極
の
弱
音
の
合
唱
で
全
曲
を

結
ん
だ
。
深
い
余
韻
が
残
り
、
そ
れ
は
お

の
ず
平
和
の
祈
り
と
な
っ
た
。

脇
役
を
物
語
の
牽
引
役
に

起
伏
に
富
む
八
嶋
恵
利
奈
の
指
揮

　

東
京
二
期
会
が
上
演
し
た
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

《
運
命
の
力
》（
９
月
３
日
、
新
国
立
劇
場
で

所
見
）
で
も
、
戦
争
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
。
舞
台
前
面
に
は
「Peace

」（
平

文  

藤
盛
一
朗

「
平
和
を
」─
─《
戦
争
レ
ク
イ
エ
ム
》の
絶
唱

《
運
命
の
力
》─
─
戦
場
に
駆
り
立
て
る
悪
の
惑
わ
し

殺
し
合
う
人
間
に
は
、
死
の
向
こ
う
に
し

か
希
望
は
な
い
と
冷
然
と
言
い
放
っ
て
い

る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
だ
が
、
人
間

や
社
会
、
世
界
は
変
わ
り
う
る
は
ず
だ
と

い
う
思
い
も
浮
か
ぶ
。

仲
道
郁
代
と
岡
本
誠
司

《
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
》の
希
望

　

こ
の
８
月
は
、
稀
有
な
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
演
奏
に
も
出
合
っ
た
。
仲
道
郁
代
と
岡

本
誠
司
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ

第
９
番
《
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
》
で
あ
る
。
第

１
楽
章
の
豊
か
で
大
ら
か
な
序
奏
は
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
信
じ
る
確
か
な
希
望
と

感
じ
ら
れ
る
。
主
部
は
、
交
響
曲
第
５
番

の
よ
う
に
激
し
く
、
闘
争
的
な
演
奏
が
展

開
し
た
。
仲
道
の
低
音
は
分
厚
く
、
終
結

部
で
の
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
が
す
さ
ま
じ
い
。

　
「
対
立
」か
ら
一
転
、
第
２
楽
章
は
安
ら

ぎ
と
対
話
の
世
界
に
移
る
。
鳥
の
さ
え
ず

り
の
よ
う
に
弾
む
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
。
レ
ガ

ー
ト
の
歌
は
美
し
く
、
穏
や
か
な
海
の
よ

う
に
た
ゆ
た
う
。

　

第
３
楽
章
は
、
前
進
の
音
楽
。《
英
雄
》

交
響
曲
の
第
３
楽
章
や
終
楽
章
の
よ
う
に
、

前
に
進
み
つ
つ
、
大
き
な
世
界
が
開
け
て

い
く
。
仲
道
の
左
手
が
奏
で
る
全
曲
の
結

び
の
低
音
は
こ
こ
も
充
実
し
、
善
意
志
と

呼
ぶ
べ
き
肯
定
感
に
あ
ふ
れ
た
。
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
は
や
は
り
、
私
た
ち
に

励
ま
し
と
特
別
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て

く
れ
る
。

53

和
）と
大
書
さ
れ
、
第
３
幕
で
は
、
そ
れ
が

「W
ar

」（
戦
争
）と
な
る
。

　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ペ
ラ

で
芸
術
監
督
を
務
め
た
パ
ウ
ン
ト
ニ
ー
の

演
出
意
図
は
、
明
確
だ
っ
た
。
脇
役
の
ロ

マ
の
女
、
プ
レ
ツ
ィ
オ
ジ
ッ
ラ
に
「
物
語

を
牽
引
す
る
存
在
」
と
し
て
の
役
割
を
与

え
る
。
プ
レ
ツ
ィ
オ
ジ
ッ
ラ
が
第
３
幕
で

歌
う
「
ラ
タ
プ
ラ
ン
」
は
、
陰
惨
に
傾
く

オ
ペ
ラ
の
中
の
陽
気
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
ど
こ

ろ
か
、
戦
争
を
煽
り
、
人
を
戦
場
に
送
る

悪
と
惑
わ
し
の
音
楽
と
な
る
。
イ
タ
リ
ア

戦
線
に
駆
り
出
さ
れ
た
兵
士
た
ち
（
合
唱

団
）は
、
同
幕
の
終
わ
り
で
全
員
が
倒
れ
、

プ
レ
ツ
ィ
オ
ジ
ッ
ラ
は
哄
笑
す
る
。

　

パ
ウ
ン
ト
ニ
ー
は
、「
さ
あ
、
戦
争
を
続

け
な
さ
い
。
み
ん
な
戦
場
へ
行
き
な
さ
い
。

さ
あ
、死
ん
で
き
な
さ
い
」と
い
う
「
戦
争

の
象
徴
」
こ
そ
が
プ
レ
ツ
ィ
オ
ジ
ッ
ラ
で

あ
る
と
語
る
（
出
演
者
へ
の
コ
ン
セ
プ
ト

説
明
か
ら
）。
２
０
２
６
年
の
世
界
状
況
を

映
し
だ
し
て
い
る
。
加
藤
の
ぞ
み
の
歌
唱

と
演
技
は
、観
る
者
を
慄
然
と
さ
せ
た
。

　
《
運
命
の
力
》の
物
語
の
縦
線
は
、
拳
銃

の
暴
発
に
よ
る
恋
人
の
父
、
侯
爵
の
死
を

め
ぐ
る
復
讐
劇
。
贖
罪
を
願
う
娘
、
レ
オ

ノ
ー
ラ
は
、
修
道
院
長
の
許
し
を
得
て
洞

窟
で
祈
り
の
生
活
に
入
る
が
、
か
つ
て
駆

け
落
ち
を
願
っ
た
恋
す
る
ド
ン
・
ア
ル
ヴ

ァ
ー
ロ
の
眼
前
で
、
侯
爵
の
息
子
、
ド
ン
・

カ
ル
ロ
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
。

　

八
嶋
恵
利
奈
の
指
揮
で
響
い
た
ヴ
ェ
ル

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
の
都
市
、
リ
ヴ
ィ
ウ

を
訪
れ
た
の
は
、
１
９
９
６
年
の
春
だ
っ

た
。
首
都
の
キ
ー
ウ
や
オ
デ
ッ
サ
で
は
ロ

シ
ア
語
が
む
し
ろ
優
勢
だ
っ
た
の
に
、
リ

ヴ
ィ
ウ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
世
界
。
歌
劇

場
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族
作
品
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
語
で
上
演
さ
れ
、
客
席
係
の
人

に
ロ
シ
ア
語
で
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。
街

並
み
が
ど
こ
か
ウ
ィ
ー
ン
を
思
わ
せ
る
の

は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
版
図
だ
っ
た

こ
と
が
あ
る
か
ら
。
宗
教
も
正
教
の
典
礼

儀
式
と
交
じ
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ユ
ニ
エ

イ
ト
教
会
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

リ
ヴ
ィ
ウ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
旧
ソ
連

の
一
部
と
な
り
、
今
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
代

表
す
る
街
の
一
つ
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
と

し
て
知
ら
れ
た
名
指
揮
者
、
ス
ク
ロ
ヴ
ァ

チ
ェ
フ
ス
キ
の
生
地
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
の

ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
、
バ
シ
ュ
メ
ッ
ト
が
音
楽
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